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任期満了に伴う村農業委員会選挙が７月10日に行われ、立候補者が定員14人と同数だった
ため、無投票での当選となりました。
また、各団体等から４人が推薦され、委員に選任されました。
７月21日には、選挙後初の委員会が開かれ、会長に北原経さん、会長職務代理者に菅野宗
夫さんが就任しました。
農業委員の任期は、平成20年７月19日までの３年間です。

相
馬
地
方
６
市
町
村
の
消
防

団
幹
部
ら
約
４
０
０
人
が
参
加

し
、
飯
舘
中
体
育
館
で
「
第
44

回
（
財
）
福
島
県
消
防
協
会
相

馬
支
部
幹
部
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
各
市
町
村
持

ち
回
り
で
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
回
は
６
年
振
り
の

飯
舘
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
志
賀
丈
彦
相
馬

支
部
長
と
菅
野
村
長
か
ら
あ
い

さ
つ
が
さ
れ
た
後
、
35
年
勤
続

団
員
に
対
し
支
部
長
表
彰
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
来
賓

を
代
表
し
佐
藤
剛
男
衆
議
院
議

員
、
加
藤
貞
夫
県
議
会
議
員
、

中
野
一
徳
相
馬
地
方
管
理
者
会

長
、
菅
野
義
人
村
議
会
議
長
、

松
田
善
一
原
町
警
察
署
長
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
各
市
町
村
の

消
防
団
員
代
表
に
よ
る
意
見
発

表
会
も
行
わ
れ
、
飯
舘
村
か
ら

は
第
２
分
団
第
10
部
の
川
井
智

洋
班
長
が
「
信
頼
さ
れ
る
団
活

動
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

こ
れ
ま
で
の
消
防
活
動
等
を
発

表
し
ま
し
た
。

相
馬
地
方
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

連
絡
会
が
主
催
す
る
「
第
９

回
相
馬
地
方
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
が
、
い
い
た
て
ス
ポ

ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
会
場
を
各
市
町
村

持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
る

こ
の
大
会
。
６
年
振
り
の
飯

舘
会
場
と
な
っ
た
今
回
は
、

相
馬
地
方
６
市
町
村
か
ら
計

34
チ
ー
ム
、
約
１
３
０
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

飯
舘
村
か
ら
は
、
村
内
地

区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
小

宮
、
前
田
・
八
和
木
、
臼
石

の
３
チ
ー
ム
が
出
場
。

大
会
は
、
予
選
リ
ー
グ
と

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
よ
り

行
な
わ
れ
、
選
手
た
ち
は
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
他

チ
ー
ム
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
優
勝
・
片
草
（
小
高
町
）

▽
第
２
位
・
新
地
Ｂ
（
新
地

町
）
▽
第
３
位
・
あ
さ
ひ

（
相
馬
市
）
▽
第
４
位
・
江

垂
（
鹿
島
町
）
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与
え
ら
れ
た
機
会
や
役
に
最
大
の
努
力
を

払
い
、
情
熱
を
傾
け
る
こ
と
が
こ
ん
な
に
も

素
晴
ら
し
い
力
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、

近
頃
改
め
て
実
感
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
は
、
民
生
児
童
委
員
Ｏ
Ｂ
会
の

総
会
に
出
席
し
た
時
の
こ
と
で
し
た
。
民
生

児
童
委
員
と
し
て
以
前
ご
活
躍
さ
れ
た
方
が
、

辞
め
ら
れ
て
も
「
こ
の
ま
ま
別
れ
て
し
ま
う

の
は
と
て
も
し
の
び
な
い
、
寂
し
い
」
と
い

う
こ
と
で
Ｏ
Ｂ
会
を
つ
く
り
、
年
に
何
度
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
、
懇
親
を
深

め
た
り
す
る
会
を
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
方
が
出
席
し
、
当
時
の
苦
労
話

な
ど
に
い
き
い
き
と
花
を
さ
か
せ
な
が
ら
、

あ
た
か
も
同
級
会
を
思
わ
せ
る
素
晴
ら
し
い

雰
囲
気
に
す
っ
か
り
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

こ
れ
す
な
わ
ち
、
現
役
時
代
そ
の
仕
事
に

皆
で
力
を
合
わ
せ
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
み
、

お
互
い
の
心
の
強
い
結
び
つ
き
を
つ
く
っ
た

結
果
が
、
Ｏ
Ｂ
会
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
は
、
３
年
程
前
久
し
ぶ
り
に
実

施
し
た
「
若
妻
の
翼
パ
ー
ト
Ⅱ
」
の
方
々
の

こ
と
で
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
民
泊
の
お
世
話

に
な
っ
た
２
組
の
ご
夫
妻
が
来
日
し
た
の
を

機
会
に
、
飯
舘
村
に
招
待
し
て
の
歓
迎
会
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
た
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
家
族
の
よ

う
な
雰
囲
気
の
中
、
互
い
に
親
交
を
深
め
ら

れ
た
様
子
に
、
心
温
ま
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
も
、
海
外
研
修
と
い
う
共
通

体
験
の
中
で
培
わ
れ
た
心
の
つ
な
が
り
が
、

行
動
力
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

人
に
は
一
生
の
間
に
い
く
つ
か
の
機
会
に

巡
り
合
い
ま
す
。
そ
の
時
に
全
力
投
球
す
る

こ
と
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
人
を
大

き
く
し
た
り
、
人
と
人
と
の
素
晴
ら
し
い
つ

な
が
り
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
も
の
な
ん
だ
な

と
思
い
知
ら
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

人
生
は
片
道
切
符
、
大
切
な
人
生
で
す
。

自
分
の
人
生
を
”ま
で
い
“
に
し
た
い
も
の

で
す
ね
。

平
成
17
年
７
月
25
日

６
月
に
開
催
さ
れ
た
「
青
少
年
健

全
育
成
緊
急
村
民
大
会
」
で
の
決
議

を
受
け
、
さ
ら
に
学
校
が
夏
休
み
に

入
り
、
各
地
区
や
子
供
会
育
成
会
な

ど
で
防
犯
や
青
少
年
健
全
育
成
へ
の

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
飯
樋
町
で
は
、
地
区
の

防
犯
と
青
少
年
健
全
育
成
に
係
る
村

で
初
め
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

「
飯
樋
町
や
さ
し
く
見
ま
も
り
隊
」
を

設
立
し
ま
し
た
。

集
会
所
で
開
か
れ
た
結
成
準
備
会

に
は
、
地
区
住
民
65
人
が
出
席
。
荒

区
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
原
町
警

察
署
飯
舘
駐
在
所
員
か
ら
、
近
年
の

少
年
犯
罪
状
況
や
出
会
い
系
サ
イ
ト

の
危
険
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
協
議
に
移
り
、
隊
の
設
立

趣
旨
お
よ
び
概
要
が
説
明
さ
れ
た
後
、

要
綱
や
役
員
、
活
動
内
容
な
ど
に
つ

い
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
活
動

内
容
は
、
愛
の
声
か
け
運
動
の
推
進

や
、
子
供
た
ち
も
一
緒
に
参
加
し
て

行
う
見
回
り
活
動
な
ど
で
す
。

「
飯
樋
町
や
さ
し
く
見
ま
も
り
隊
」

は
、
32
人
の
隊
員
で
設
立
、
８
月
６

日
に
発
隊
式
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

村
議
会
議
員
や
各
種
団
体
の
会
長
な
ど
を

永
年
に
わ
た
り
務
め
、
村
勢
進
展
に
功
績
が

あ
っ
た
と
し
て
、
故
林
庫
之
進
さ
ん
（
臼
石
）

に
、
旭
日
単
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

章
の
伝
達
式
は
林
さ
ん
の
自
宅
で
行
わ

れ
、
鈴
木
和
夫
相
双
地
方
振
興
局
長
か
ら
林

稔
さ
ん
へ
勲
記
と
勲
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
甥
の
庄
司
勝
藏
さ
ん
（
臼

石
）
か
ら
「
親
族
一
同
身
に
余
る
光
栄
で

す
。
勲
章
に
恥
じ
な
い
よ
う
今
後
も
村
づ
く

り
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
第
８
回
飯
舘
村
消
防
団

消
防
操
法
競
技
大
会
」
が
草

野
小
校
庭
で
行
わ
れ
、
団
員

ら
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競

い
ま
し
た
。

今
大
会
に
出
場
し
た
の
は
、

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
１
チ
ー

ム
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に

８
チ
ー
ム
の
合
わ
せ
て
９
チ
ー

ム
。
い
ず
れ
も
第
１
分
団
か
ら

の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
第
３
部

村
公
民
館
前
駐
車

場
で
、
交
通
安
全
関

係
団
体
や
飯
舘
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
Ｊ

Ａ
そ
う
ま
の
職
員
ら

18
人
が
参
加
し
て

「
交
通
安
全
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
に
入
る
こ

の
時
期
を
「
夏
の
交

通
事
故
防
止
県
民
総

ぐ
る
み
運
動
期
間
」

と
し
て
、
県
内
各
地

で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
日
は
、
県
道

を
通
る
ド
ラ
イ
バ
ー

約
２
０
０
人
に
、
参

加
者
が
チ
ラ
シ
や
記

念
品
を
配
り
な
が
ら
、

安
全
運
転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

（
深
谷
）
が
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

競
技
結
果
（
敬
称
略
）

第
３
部
（
深
　
谷
）

▽
指
揮
者
・
佐
藤
　
賢
二

１
番
員
・
松
田
　
直
哉

２
番
員
・
菅
野
一
二
三

３
番
員
・
末
永
　
英
之

補
充
員
・
原
田
　
広
和

第
４
部
（
伊
丹
沢
）

第
２
部
（
宮
　
内
）
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ついに祖国イギリスに帰らなければならない時がきました。幸運にも、
この飯舘村に３年間住むことができ、最高の経験をすることができました。
私は旅行が好きで、多くの国々を訪れましたが、日本はイギリスと異な

るところが多く、実に興味深い国でした。文化の違いから大変だった時も
ありましたが、皆さんはいつもとても親切にしてくれました。
飯舘村は素晴らしく美しく、住めたことは幸運に恵まれたと感じていま

す。特に、アイスクリーム店、えん、椏久里、手工芸店、あいの沢が大好
きです。
また、多くの活動や行事にも参加しました。一番思い出深かったことは、
新年会の時に公民館で太鼓をたたいたことです。１～２年目は、テニスや
ダンスをしたり、役場の野球チームに参加しました。３年目となる今年は
琴に挑戦し、本当に楽しみました。
イギリスに戻ったら、最初に父のいるスペインを訪れ、その後イギリス

に戻り、９月からはイギリスの大学へ通います。大学では、低学年の英語
指導を専攻し小学校の先生になるために勉強します。今からわくわくして
います。
皆さん、色々と本当にありがとうございました。飯舘村と素晴らしい人

たちのことは絶対に忘れません。いつか戻ってきたいと思います。
サムより

（訳：飯舘中　鈴木昌幸先生）

な
お
、
後
任
の
英
語
指
導
助

手
と
し
て
、
ベ
ッ
キ
ー
・
エ
リ
ザ

ベ
ス
・
コ
ー
ル
さ
ん
（
女
性
・
イ

ギ
リ
ス
出
身
）
が
７
月
27
日
に

着
任
さ
れ
ま
し
た
。
２
学
期
か

ら
の
英
語
指
導
を
担
当
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。 ７

月
６
日
に
は
、
村

教
育
委
員
会
主
催
に
よ

る
サ
マ
ン
サ
さ
ん
の
送

別
会
が
「
宿
泊
体
験
館

き
こ
り
」
で
開
か
れ
ま

し
た
。
送
別
会
に
は
村

民
約
40
人
が
出
席
し
、

サ
マ
ン
サ
さ
ん
と
過
ご

し
た
３
年
間
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

会
津
若
松
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
58

回
福
島
県
総
合
体
育
大
会
」
の
サ
ッ
カ

ー
小
学
生
の
部
で
、
草
野
小
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
チ
ー
ム
「
い
い
た
て

Ｊ
Ｆ
Ｃ
」
が
見
事
に
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

同
チ
ー
ム
は
、
６
月
に
行
わ
れ
た
相

双
地
区
予
選
大
会
で
優
勝
し
て
お
り
、

県
大
会
で
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

選
手
た
ち
は
、
大
舞
台
で
日
頃
の
練

習
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
つ
い
に
県

大
会
優
勝
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。

村内直売所と福島市南向台（16日のみ）で一斉に「直売所
まつり」が行われ、野菜や花などを買い求める人たちで賑わ
いました。
これは、直売所の宣伝や販売促進を目的に、村直売所連絡
協議会（佐藤萬会長）が主催したもので、今年で３年目。
今回、直売所まつりを行ったのは、二枚橋直売所（二枚

橋）、前田ふれあい茶屋（前田）、舘の菜（臼石）、直売所よっ
てぐべ（深谷）、直売所みちくさ（草野）、ばんかた農市（南
向台）の６ヵ所。
期間中は、冷たい麦茶や野菜の一品プレゼント、特売品な
ど、店によって様々なサービスが提供され、プレゼントを受
け取った買い物客らは嬉しそうに顔をほころばせていました。

飯
舘
村
社
会
福
祉
協
議

会
（
小
山
茂
会
長
）
主
催
の

福
祉
講
演
会
が
「
い
ち
ば
ん

館
」
で
行
な
わ
れ
、
こ
れ
か

ら
の
福
祉
活
動
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
福
島
大
学

行
政
政
策
学
類
の
鈴
木
典
夫

助
教
授
が
、「
地
域
ぐ
る
み

で
取
り
組
む
福
祉
活
動
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。

講
演
の
中
で
鈴
木
助
教
授

は
、「
こ
れ
か
ら
の
福
祉
と

は
、
地
域
で
の
住
民
の
福
祉

活
動
へ
の
参
加
が
重
要
で
、

互
い
に
支
え
合
い
・
助
け
合

い
な
が
ら
自
立
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委

員
の
活
動
は
地
道
で
あ
る

が
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉
の
主

流
と
な
る
」
と
紹
介
。

会
場
に
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
理
事
や
評
議
員
、
地

域
ぐ
る
み
福
祉
活
動
推
進
委

員
。民
生
委
員
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
連
協
の
会
員
な
ど
約

60
人
が
訪
れ
、
講
演
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。


